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食品に関するリスクコミュニケーション食品に関するリスクコミュニケーション
－ ノロウイルスによる食中毒を予防しましょう －

 －

そ の 他

※保育ルームを用意しています。御希望の方はお申込みの際にその旨お書き添えください。
　詳細について、改めて事務局より御連絡いたします。
※本会は、質疑応答での発言内容を含め、公開です。
　発言者、参加者の写真及び映像が配信、報道される可能性があることをあらかじめ御了承ください。
※お問合せ・お申込みは裏面を御覧ください。

　冬期に多発する感染性胃腸炎のうち、特に集団発生事例の多くはノロウイルスによる
と推測されています。ノロウイルスは、感染力が強く、大規模な食中毒を起こしやすい
ウイルスです。また、調理従事者を介した食中毒が多く見られます。
　今回の意見交換会は、ノロウイルスの特徴を理解し、食中毒を予防するためのポイン
トや適切な手洗いの方法などについて理解を深められる内容となっています。
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国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部 第四室長
①「ノロウイルスによる食中毒の現状と対策について」

野田 　衛

厚生労働省 医薬・生活衛生局 生活衛生・食品安全部 監視安全課 食中毒被害情報管理室 室長
③「ノロウイルス食中毒の事例紹介」

梅田 浩史

消費者庁消費者安全課 政策企画専門職
④「消費者の手洗い等に関する実態調査について」

石亀 貴士

公益社団法人日本食品衛生協会
⑤「食中毒予防のための衛生的な手洗いについて」

担当者

横浜市健康福祉局健康安全部食品衛生課 課長補佐
②「横浜市における食中毒予防の取組」
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「食品に関するリスクコミュニケーション」運営事務局 担当：中前・高田

－ ノロウイルスによる食中毒を予防しましょう －

お申込みの方法 インターネット、電子メール又は FAXのいずれかの方法でお申し込みいただけます。

インターネット

FAX 03-5549-3201

電子メール shouhishacho@intergroup.co.jp
※FAXでお申込みの方は、下記申込書に必要事項を御記入の上、上記番号にお送りください。

※電子メールでお申込みの方は、「件名」に会場名を明記の上、「本文」に下記FAX用申込書と
　同じ内容を記載し、送信ください。

※参加の可否については、開催前日までにお申し込みいただいた方法で御連絡します。
※参加者には「参加証」を電子メール又はFAXでお送りしますので、当日に会場の受付で御提示ください。
※開催前日までに何も連絡がなかった場合には、お手数ですが、以下の事務局まで御連絡ください。

※御記入いただいた団体や個人の情報は、事務局で適切に管理いたします。当意見交換会に係る連絡のみに利用し、皆様の承諾なく第三者に提供いたしません。

申 込 締 切 日

お 問 合 せ 先

参加者記入欄

12月3日（木）必着

TEL: 03-5549-6912 Email: shouhishacho@intergroup.co.jp

＊意見交換会の参考にさせていただくため、御意見・御質問について御記入ください
　（お寄せいただきました御意見等は、時間の都合上、全てを取り上げられないこともありますので、あらかじめ御了承ください）。

ふりがな

氏 名

電話番号

F A X

メ ー ル
アドレス

御 意 見
御 質 問

所属名称

所属区分

該当する番号に一つだけ○を付けてください。

1　消費者（団体を含む。）

4　行政関係者

2　食品関連事業者 (団体を含む。)

5　報道関係者（カメラ：有・無 )

3　検査機関関係者

6　その他（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

＠

横浜会場 参加申込書

http://2015riskcom.net/yokohama/

横浜会場

食品に関するリスクコミュニケーション食品に関するリスクコミュニケーション


